
  ◇新庄市こどもスマイルプラン　パブリックコメントでいただいたご意見・ご提案    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

受付日 ご意見・ご提案 担当課
こどもスマイルプラ

ン施策目標
市の考え方 計画への反映について

1 1月29日

市の巡回バスを、こども達無料のバスにしてください。高校生まで無料にすると子ども達が助

かります。バスには、笑顔の子どもたちが乗ってしかも無料。周りの大人も一緒に使うことで

活用の範囲が広がり循環バスは市民にとって大切な財産になるはずです。

総合政策課

●こどもや子育て世代が利用しやすい公共交通の観点から、課題であると認

識しております。地域内の他の公共交通機関とのバランスや運賃収入への影

響と密接に関わるため、今後の検討課題とさせていただきます。

◇基本目標1

　施策目標（1）

相談支援体制

の充実

⑥SNSによる情

報提供

①SNSによる情報提供について

　市では公式ホームページ、公式LINE、地域子育て支援センター公式LINE

などにより、子育て支援に関する情報を発信しております。「母子手帳アプリす

くすくSHINJO」や「子育てハンドブック（デジタル版）」など様々な媒体を活

用しながら、子育て支援に関し、効果的な情報提供に努めてまいります。

　また、子育て支援センターでは、LINEを活用した子育て相談を実施してお

り、安心して子育てできる環境づくりを推進してまいります。

SNSによる情報提供に

ついては、「こどもスマイ

ルプラン」P103　1．計

画の推進体制に、情報

発信の充実について追

加掲載しました。

◇基本目標3

施策目標（3）

多様な遊び・学

びの場の環境

整備

④屋内遊戯施

設の環境の整

備

②複合的な遊び場について

　こども達が雪や雨の日でも元気に遊べる屋内遊戯施設として「わらすこ広

場」を設置しております。こども達の遊び場としてはもちろん、子育て世帯の情

報交換や交流の場として、たくさんの方にご利用いただいております。また、子

育て支援センターを併設し、保育士が子育てに不安を感じる保護者の相談に

対応しております。

　今後、本市にとっての遊戯施設に必要な機能や規模などについて、他市の

事例を参考にしながら、市全体の公共施設管理計画の見直しの中で、総合

的に検討してまいります。

健康課

◇基本目標1

施策目標（2）

母子保健の推

進

⑬産後ケア

①産後ケア施設について

産後ケア施設とは、出産後のママの心身の回復や育児をサポートする施設で

す。本市では、開業助産師が運営する民間施設が1か所ありますが、赤ちゃん

と共にその施設に出向く通所型と、助産師が自宅に訪問する訪問型を選んで

ご利用いただけます。令和7年度からは、県立新庄病院が宿泊型の産後ケア

サービスを実施する予定であり、ユニバーサルなサービスとしての事業拡大を

図ってまいります。

成人福祉課

◇基本目標4

施策目標（3）

障がい児支援

の充実　②放課

後デイサービス

②放課後デイについて

放課後デイサービスの利用者数に対して、市内の放課後等ディサービスを提

供する事業所数が少ない状態が続いていることは把握しています。仕事など

でお子さんを日中見守ることができない方には、日中一時支援事業の利用を

ご案内させていただいています。昨年度１か所、今年度は新たに医療ケアが

必要なお子さんの受け入れが可能な事業所1か所が増えました。市内外合わ

せて9か所となりました。放課後デイサービスを利用できない際の預け先とし

てご検討ください。その他、移動手段の確保につきましては、対応可能な事業

所、経費など課題も多く、今後も総合的に検討していきます。

教育総務課

③小学校のスクールバスついて

　通学手段の確保は、こどもたちの安全な学校生活を送るうえで重要な課題

であり、その費用負担については、公平性の観点から慎重に検討する必要が

あると考えております。

　本市においては、国が示すスクールバスの利用基準を市独自に緩和し、小

学生3㎞以上、中学生5㎞以上の通学距離の児童生徒を対象としてスクール

バスを運行しております。さらに冬期間には、小学生2㎞以上、中学生3㎞以

上に利用区域を拡大しております。また、この利用区域内において公共交通

機関を使用して通学した場合には、定期料金相当を補助しております。

　引き続き、児童生徒の安全確保に向け、スクールバスの運行範囲や運行方

法、支援策について検討を重ねてまいります。

子育て推進課

◇基本目標4

施策目標（4）

貧困等困難を

抱えるこどもた

ちへの支援　⑪

里親制度

④ファミリーホーム・里親について

　様々な理由で親と離れて暮らすこどもたちを家庭環境の下で養育するファミ

リーホームや里親制度については、こどもの健やかな成長にとって非常に重

要であると考えております。現在、山形県全体で里親制度の普及啓発やファミ

リーホームを含めた多様な養育体制の整備を推進している状況です。市とい

たしましても、県と連携しながら、里親制度の周知やファミリーホームの設置に

向けた情報提供などに努めてまいります。

4 2月21日

新庄市在住の高校2年生です。資料を拝見する限り、新庄市は子育てにおける支援が充実し

ていて誰もが安心して子育てできる環境が整っていることが窺えました。様々な取り組みに目

を通す中で、｢かむてんチャンネル｣に注目しました。私はこの資料を見て、｢かむてんチャンネ

ル｣の存在を知りました。市内イベント情報や求人情報など、新庄市の魅力を発信し、将来の

市内在住者を増やすべく貴重な話題が発信されているのですが、学生の間ではあまり普及

していないように感じ、勿体ないと思ってしまいます。Z世代と呼ばれる私たちは主にSNSで情

報を得ているため、｢かむてんチャンネル｣が流布すればより多くの学生が興味を持つように

なり、新庄市のイベントも活気溢れたものになると考えています。私は山形市内の高校に通っ

ているのですが、私の高校の友達は、かむてんが冨樫義博さんによってデザインされたという

話をきっかけに新庄市に関心を抱いていました。そのため、かむてんを用いたこの政策は新

庄市以外の人々にも効果があり、iターンが期待できると思います。これからの社会において、

SNSを利用した情報発信は必要不可欠です。若い世代に焦点を当てた政策を期待していま

す！

総合政策課

◇基本目標1

施策目標（1）

相談支援体制

の充実　⑥SNS

による情報提供

①かむてんチャンネル・SNSを利用した情報発信について

　「かむてんチャンネル」につきましては、サイトオープンにあわせて市内の高校

などにチラシを配布するなどして啓発を行っております。また、庁内でも「かむ

てんチャンネル」へのイベント掲載や、市民に利用していただくための声がけ

を実施し、利用を促進しています。引き続きサイトの周知を行い、市民と市民を

つなぐ情報媒体としての活用を進めてまいります。

SNSによる情報提供に

ついては、「こどもスマイ

ルプラン」P103　1．計

画の推進体制びつい

て、情報発信の充実に

ついて追加掲載しまし

た。

子育て推進課

◇基本目標3

施策目標(3)多

様な遊び学び

の場の整備④

（4）こども・若

者の居場所づく

り

①こどもの居場所ついて

こどもの遊び場については、多くの皆様から様々なご意見をいただいており、

どのような施設が望ましいか調査研究してまいります。また、放課後など、こど

もが安心して過ごせる居場所づくりについて、地域の方々と協力しながら検討

してまいります。

社会教育課

◇基本目標6

施策目標（3）

家庭や地域の

教育力の向上

①家庭教育講

座の支援

②大人向け子育て講座について

家庭教育力向上のため、小中学生の保護者向けの講座（子育ち講座）を学

校単位で実施しておりますので、保護者ニーズに合わせた講座やSNSやメ

ディア利用の講座など開催講座内容等検討していきます。

　

学校教育課

③学校支援員について

本市の小中義務教育学校において、特別な支援が必要な児童生徒は増えて

いる傾向にあります。学校からも、市の個別学習指導員や特別支援教育支援

員を増やしてほしいという要望もございます。支援員等の人員増について検

討するとともに、各校で地域ボランティアとして協力いただける方を募り、こど

も達への手厚い支援を目指してまいります。

2 子育て推進課

3 2月21日

いつも市民のためにご尽力ありがとうございます。微力ながら、よりよい子育ての環境づくり

に繋がりますよう、私なりの意見をお伝えさせて頂きます。

○産後ケア施設ができたら嬉しいです。SNSなどで県外の産後ケア施設が紹介されており、

自分の子育て時に利用できたら良かったなと感じたためです

○放デイの枠や施設数を増やしてほしいです。待機の方が多く、学童と同等の時間で預ける

ことは難しい現状かと思われます。また養護学校通学には毎日の送迎が必要ですが、郡内に

朝の養護学校への送迎サービスほぼありません。放課後の預け先の確保が難しければ、家

族がフルタイムで働くことも難しいと思われます。保護者だけが抱え込まないような枠組みが

あると良いなと思います

○小学校のスクールバス区域外のバス定期代が保護者負担であるのは不公平感があるよ

うに感じます。

○最上地区にファミリーホームや里親委託のできる家庭があると良いです。様々な事情のあ

る児童が、物理的にもより元の生活に近い環境での生活を選択できることが子どもの利益に

繋がるのではないかと感じています。

　出生数がどんどん減少しており、この先どうなるのだろうと不安に感じています。私自身の、

出産・育児について振り返ると、出産後、周りとの関りが少なく、気持ちもネガティブになり、孤

独や不安に思うことが多くありました。そのため、安心して、こどもを産み、育てられるよう手厚

いサポートが必要と思っていましたが、計画に様々な子育て支援事業があり、自分も知らな

かったこともあったので、ＳＮＳによる情報提供とありましたので、色々周知していただきたいと

思います。また、妊娠・出産・育児について情報を共有したり、悩みを相談したりできる場所、

また同年代の子ども達が交流できるような遊び場、子育て中のママ・パパも息抜きできるよう

な、気軽でオープンな複合施設があればうれしいです。今は、駐車場が狭く、兄弟で一緒に

遊べないのでちょっと不便に思います。複数の施設の機能を持つことで相乗効果や子育て世

帯の利便性が向上し、みんなが笑顔になれると思います。

2月4日

5 2月21日

〇市内の小学校に子どもが通っていますが、子どもの遊び場や放課後に過ごせる場所が少

ないように思います。以前に小学校であった、はばたきスポーツの活動もなくなり、とても残念

に感じます。放課後などに活動できる企画などの行事を増やしてほしいです。

〇市内の学校に勤めていますが、子ども達の言葉づかいも小さい子ほど悪いです。大人が余

裕がないからでしょうか。大人向けの子育て講座を増やしてほしいです。（親の教育が低すぎ

ます。）

〇新庄市は他の市町村と比べて、学校などの支援員の数が少ないと思います。子育てについ

て各学校など職員数を増やしてほしいと思います。



 

子育て推進課

◇基本目標3

施策目標（3）

多様な遊び・学

びの場の環境

整備　④屋内遊

戯施設の環境

の整備

①子育て施設の調査研究ついて

　本市にとっての遊戯施設については、市全体の公共施設管理計画の見直し

の中で、総合的に検討して行くこととしております。検討する際には、他市の状

況などを調査しながら、必要な機能や規模、整備方法など、子育て世帯やこ

どもたちのニーズに応えられるような施設の在り方について検討してまいりま

す。

商工観光課

◇基本目標5

施策目標（3）

若い世代の就

職支援　③④⑤

⑥

②学生向けの職業の見える化ついて

高校生や、大学生、専門学生など、就職活動を行っている学生へのアプロー

チは本市でも行っておりますが、ご意見をいただいた「新庄市の職業の見える

化」、SNS等の発信や広報活動の不足につきましては、今後改善していきたい

課題として認識しています。

　現在おこなっている具体的な施策としましては、今回新たに計画へ掲載した

基本目標５、施策目標（３）の若い世代への就職支援として、「職場体験・イン

ターンシップ受け入れ企業のデータベース」の作成や、高校生へ向けた「最上

地域合同企業ガイダンス」、「企業訪問バスツアー」等、また小中学生など直

接就職活動にはかかわらない学生へは、キャリア形成の一助として「企業見

学ツアー」や「出張職業体験」を学校を通しておこなっているところです。新庄

市の企業の魅力や雇用の情報を、就職活動を行う学生や情報を必要とする

方へお届けできるよう、広報活動の改善について検討していきます。

総合政策課

●こどもや子育て世代が利用しやすい公共交通の観点から、課題であると認

識しております。地域内の他の公共交通機関とのバランスや運賃収入への影

響と密接に関わるため、今後の検討課題とさせていただきます。

6 2月21日

新庄市では、就学前児童や小学生にむけて、年間を通じて屋内で遊べる施設が求められて

いることがわかりました。そこで、わらすこ広場のような施設が点在することが望まれているの

か、東根にあるさくらんぼタントクルセンターのような規模の大きい施設が望まれているのか

等の調査も、して欲しいと感じました。また、中学生以上の意見にもあったように、私も学習す

る場所が少ないと感じます。学生へ、市立図書館や駅へ向かうために、市内循環バスの無料

券の交付などがあると学生視点からは学習する環境が良くなるのではないかと考えます。さ

らに、新庄市で仕事をしたいと考える人や、新庄市に住みたいと考える人がより多くなること

が新庄市にとっていいことだと感じます。高校生や、大学生、専門学生といった就職に近い学

生に向けて新庄市にある職業の見える化を推進していくことが良いと感じます。山形県庄内

総合支庁に、訪れた際に「食の都庄内」と言う形でインスタグラム等のSNSで広報していまし

た。このような活動も意味のあることではないかと考えます。


